
栃木農試研報No.20（1975）

※
新病害ユウガオ灰色疫病の発生について

　　　1　緒　　　　言
　1972年の7月中旬，ユウガオ（カンピョ

ウ）栽培地帯において果実の黒褐色腐敗と主茎

の地際部発病によるいちょうを特徴とする病害

の発生をみた．発病部からphytoph　thora

の遊走子のうを確認した．phytophth　ora

属菌によるユウガオの病害については，まだ報

告をしたものがない．

　しかし，phytophthora属菌によるウリ

類の病害については，1951年，桂が

phytophthora　capsieiに，よるカボチ
　　　1）　　　　　　　　　　　　　　2）
ヤの疫病　1954年にスイカの褐色腐敗病

1960年にphytophthora　drechs1
　　　　　　　　　3）
一e　r　iによるスイカ疫病　，1950年に桐生
　6）
ら　，及び小川ら，1952年に桂がキユウ
　　　4)
リ疫病　の発生について報告している．キユウ

リの疫病については1953年phy　t　ophth

－ora　me　lonisと提唱さ払　1967年新
　　　　　　　5）
種として登録された．筆者らは，これらの病原

菌との比較検討を行ったところ，本病が

phytophthora　capsici　LEONIAN
菌によって起るものであると考えたので，本病

について紹介し，あわせて防除法を検討したの

で報告する．

　　　　Ⅱ　試　験　方　法

　1.　病原菌の分離

　分離方法は，果実の病斑部から遊走子のう形

成部分を針でかき取り，無殺菌で培地に配置し
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数回移植し，純粋培養した．茎，葉からは被害

部を1mm程度の小片として，常法により分離し

た。

　2．病原菌の簡易検出法

　病菌分離には時間と労力がかかるため，簡易

な方法として，指標植物を利用し，病原菌の検

出を行った．指標植物は栽培時期に合せて，キ

ユウリ，スイカ，ナスなどの果実を用いた．検

出方法は被害組織部をこまかく切り指標植物の

果実に植え込み，遊走子のうの形成をはかった．

　3.病原性検定
　ユウガォにおける発病再現は1973年，5

月31日に接種し，6月4日に発病した．病票

菌の再分離は6月14日に行った．分離菌での

健全果実への接種は1972年，9月18日行

ない，9月23日に発病，9月28日に病原菌

の再分離を行った．

　4.　分離菌の寄主範囲

　分離菌は栃木農試分離菌株No.1，No.2，京都

府立大学分離菌株，香川農試分離菌株を使用し

た．昭和47年にはユウガオ，スイカ，ピーマ

ン，ナスなどの果実に接種した．また昭和48

年には育苗中の寄主植物にキユウリ果実で培養

　5．病原菌の諸性状

　1）培養温度と菌の発育

　培地をシヤーレに流し込み平板とした後，中

心部に菌株を配置し，8～10℃区，22℃区．

28℃区，35℃区に静置した。
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した菌株を接種し，病原性を調査した。



　2）分生胞子（遊走子のう），有性器官の形

成と形態

　各種寄主植物の果実上での遊走子のうの形成

をはかり，顕微鏡下で遊走子のうの大きさを測

定した．有性器官はオートミール培地に培養後，

やや低温18℃に設置した．形態調査は顕微鏡

下で調査した．

　6。ユゥガォでの疫病菌の発生分布

　時期別に被害株，茎葉を採集し，病徴による

診断及び，指標植物果実を利用しての病原菌の

検出を行った・

　ス　phytophthora　meloni　s菌の
接種によるユウガオヘの病原性

　宇都宮市篠井で採集したキユウリ疫病菌（キ

ユウリでの病敬，遊走子のうの形態，遊走子の

うの形成条件などからphy　tophth　ora

me　l　on　i　sと思われる）を分離し，ユウガオ

〔しもつけしろ），キユウリ（夏埼落5号），

スイカ曳旭都），プリンスメロン（坂田交配）

などに接種した．接種は昭和49年7月8日に

行った．

　8．ユウガオ灰色疫病に対するウリ類の抵抗

性

　試験1：　供試品薗まユウガオ22品種．カボ

チヤ5品種．は種は4月25日．病菌接種は遊

走子のうけんだく液を1㎡あたり200雇を灌

注した．

　試験■：　供試占罪種まユウガオ9品種．カポチ

ヤ1品種，供試土壌ば試験1で使用した汚染土

壌。は種は6月4日．

　試験皿：　供試皐種はユウガオ7品種カボチ

ヤ1品種，シロウリ1品種，ヘチマ1品種．は

種は6月4日．

　9　ユウガオ灰色疫病の耕種的及び薬剤防除

　1）耕種的防除試験

　1975・1974年の2回実施した．1975

年の試験場所は農試南河内分場．供試品種はし

もつけしろ．播種5月29日．定植5月10日6

1区5株1連制．病菌接種は被害茎葉及び果，

実を腐敗させた汚染土壌を定植時に植．穴あたり

54ずつ混和した．調査方法は定期的に発病株．

発病茎葉等を調査した．1974年試験場所

は石橋町の農家の現地ほ場．供試品種はしもつ

けしろ．は種は5月25日．定植は5月4日．

1区4株1連制．調査は7月12日，25日に

発病株数，枯死株数，病斑数を調査した．8月

7日，24日は前者の2項目と枯死面積歩合を

調査した．

　2）薬剤選抜試験

　試験場所は農試本場．供試品種ばしもつけし

ろ．1区9株1連制．薬剤散布は5月17日か

ら4日間隔に7回．病菌接種は5月51日，6

月4日の2回．遊走子のうけんだく液を1㎡あ

たり24ずつ散布した．調査方法は6月14日

に発病株および株単位の総合判断で被害程度を

5段階に分け調査した．

　3）数種薬剤の土壌かん注間隔

　試験場所は農試本場．供試品種はしもつけし

ろ．は種は5月14日．定植は6月15日．1

区8株1連制．木製育苗箱を使用した．薬剤灌

注は6月25日から4日，8日，16日間隔に

行なった．病菌の接種は6月29日，7月9日，

7月16日の5回行なった．

　4）栽培ほ場における実用試験

　栽培ほ場貯の実用化試験は1975・74年

の2回実施した．1973年の試験場所は農試

南河内分場．供試品種はしもつけしろ．播種は

5月29日．定植は．5月10日．1区5株1連

．制．薬剤敦布は6月28日，7月2日，7日・

”日，25日，8月4日の6回．病菌接種は

7月2日，7日，11日に行なった．1974
年の試験場所は石橋町の農家現地ほ場．は種は
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5月25日．定植は5月4日．薬剤散布7月1

日，12日，25日，8月7日，24日の計5

回．調査は7月12日，25日，8月7日，

24日に発病株数，枯死株数，病斑数，枯死面

積歩合を調査した．

　　　　皿　結果及ぴ考察

　本病はユウガオの葉，茎，果実，根の各部位

に発生する．幼苗では地際部が侵され，水浸状

淡褐色の少しくびれた症状を示し，倒伏枯死を

おこす．果実では，はじめ黒点で，くぽんだよ

うにあらわれる．それが，しだいに拡大し，病

斑は黒褐色に変色し，そのまわりは油浸状にな

り，その上に，うっすらと白粉をまぶしたよう

に分生胞子（遊走子のう）を多数形成する．そ

の外縁は油浸状の帯状の層がみられる．一般ほ

場では地面に接した部分からの発病が多く，コ

オロギ，ウリバエなどの食こんからの侵入が多

いようである．病斑は接地面に同心円状の白線

と黒褐色の輪紋がみられるのが特徴である．幼

果では黒褐色となり，すぐに落果，腐敗する．

しかし収穫直前のものでは病勢は緩慢で，内部

が腐敗しても，陽光面の表皮が残り，内部から

侵された不整形淡褐色のしみ模様がみられる．

葉では葉縁に沿って水浸状暗緑色～黒褐色の病

斑がみられ，しだいに拡大し，半円形または不

整形の病斑となる．しかし本病は輪紋をつくら

ないのが特徴である．葉の病斑は曇った日とか

降雨中などの多湿条件下では疫病菌特有のやや

淡灰色水浸状病斑がみられるが，一般の晴天の

日には黒褐色～褐色の病斑である．葉柄では水

浸状淡褐色の条斑型病斑を形成し，掌状部から

枯れあがることが多い．若い葉柄では水浸状暗

緑色～黒色腐敗し，消失する．茎では主枝など

の比較的太い部分では，はじめ黒点のくぽみを

生じ，それがしだいに拡大し，大きいものでは

20㎝以上の黒褐色病斑となる．内部を切って

みると維管束まで黒変している．この症状をす

ぎると，2次寄生菌が繁殖し，腐敗する．この

頃には発病部から上部の茎葉は急激に青枯状に

枯死する．側枝の細いものでは淡褐色の病斑が

みられ，急速に拡大し，まもなく枯死する．主

茎では，地際部が侵され，水浸状の斑点がみら

れ，暗緑色又は黒褐色の病斑となり，その上に

二次寄生菌等が縞状に寄生し，腐敗しはじめる

が．この程度では，内部の維管束部分は完全に

は侵されておらず，株元の古い葉が葉縁から褐

変をはじめる．さらに病勢が進み，茎の内部組

織が侵され，指で押すとブカブカする状態にな

ると，日中の晴天時には，しおれ，朝夕には回

復する．この状態を4～5日間くりかえし，以

後は急激に枯れあがる．

　病菌の分離状況は第1表に示したが分離率は

低かった．各被害部からの病原菌の検出状況は

第2表に示したが，非常に古い被害部からでも

病原菌の検出を行うことができた．野田はキユ

ウリ疫病菌の検出に，キユウリ果実への被害組

織の植込み法を報告しているが，本病菌も同様

な方法を利用したところ，植物体上では，他の

病菌よりも菌糸の伸長が早く，遊走子のうの形

成が容易であり，また病原菌の侵された古い組

織内に卵胞子を形成しているが，この卵胞子を

植物体上に接種することにより，再び発芽し，

菌糸の伸長をはじめたため，古い被害部からで

も病菌を検出できたのではないかと考えられる．

病原菌接種による病徴再現試験は，健全果果へ

の接種状況を第5表に示したが，すべてに病徴

がみられた．ユウガオ菌への発病再現は，

1975年5月に行ったが，枝枯れ，葉の発病，

主茎の腐敗などをおこした．これらの症状は現

、地の発病状況と同一であった．本菌は接種後3

日目頃からいちょう，また発病葉がみられはじ
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第1表　病原菌の分離状況

採集場所 被害部 分離期日
宇都宮市雀宮 果実 1972年9月7日

羽牛田 主　茎 〃

茎 〃

葉 〃

石橋町大字下 果　実 〃

古山 主　茎 〃

茎 〃

葉 〃

め，病原力は非常に強いものと思われる。分離

菌の各種作物への病原性を第4表に示したが，
　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
ウリ科とナス科植物に強い病原性を有していた．

この結果は桂が報告したカボチヤの疫病と全く

一致している．培養濃度と発育と温度との関係

は，桂，滝元など多くの研究報告があるが，本

菌はウリ類を侵すphy　toph　tho　raの5種類

の菌と同じ傾向を示している．菌糸の生育はP

D　A培地上では表面をうすくはい，培養日数を

経ると菌糸は密となり，白色からやや淡褐色を

帯びてくる．菌糸は濃密となり，菌糸は小さく

第2表　指標植物による病原菌の簡易検出状況

指　　標　　植　　物 ス イ　カ キユウ　リ ナ ス

phyto　phthora 検出数／供試数 検出数／供試数 検出数／供試数
ユウガオ被害部

主茎の地際部水浸状部分 9／9 る／6 5／5
〃　　湿状腐敗部分 2／2 1／1 1／1

〃　　乾枯腐敗部分 1／1 1／1 5／5
茎の黒かつ変部分 2／2 2／2 2／2
茎の内部組織の黒かつ変部分 1／1 1／1 一

茎の湿状腐敗部分 2／2 1／1

茎の乾枯腐敗部分 1／1 一 2／2

茎の黒点おう陥部分 1／1 1／1 一

側枝の淡かつ変部分 2／2 一 一

側芽の黒色腐敗部分 一／1 一 一

葉の葉縁からの黒かっ変部分 1／1 1／1 一

葉の葉縁からの水浸状の灰緑色部分 1／1 一 2／2

葉柄基部の水浸状部分 1／1 1／1 一

第3表　分離菌株の病原庄

寄　主　植　物

ユウガオ キユウリ ナ　　　ス ピーマン

A　栃木農試菌株

B　　　　〃

C　京都府大菌株

D　香川農試菌株

十
十
十

十
十
十
十

十
十
十
・τ

3

十
十
十

　　　　　　　　　　5）
切りとれず，塊となりやすい．分生胞子は，P

　　　　　DA培地上では少し形成する．

　　　　　オートミール培地では良好であ

　　　　　　る．各種寄主植物果実上での遊

　　　　　走子のうの大きさはユウガオで

　　　　　Oま58．・0×　20．2　μ（　5　5．0．’》

　　　　　　1　Z5×32。5～1　5．0　μ　），

　　　　　　キユウリでは4Z5×25．6μ
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第4表ウリ科，ナス科植物への病原性

作　物　名 組　　　織 病　原　性

キ　ユ　ウ　リ 果　　　実

茎　　　葉

株

十
十
十

ス　　イ　　カ 果　　　実

茎　　　葉

株

十
十
十

カ　ボ　チ　ヤ 果　　　実

茎　　　葉

株

十
十
十

メ　　　　ロ　　　ン 果　　　実 十

プリンスメロソ 果　　　実

茎　　　葉

株

十
十
十

シ　ロ　ウ　　リ 果　　　実

茎　　　葉

株

十
十
十

ヘ　　　チ　　　マ 茎　　　葉

株

一～±

一～十｝

ナ　　　　　　　ス 果　　　実

株
十
十

ト　　マ　　　ト 果　　　実

茎　　　葉

株

十
十
十

ピ　ー　　マ　　ン 果　　　実

茎　　　葉

株

十
十
十

U6・2．5～2Z5×55．5～1Z5μ），ナス

で猷よ55．9×2生9μ（55．0～12』5×50．10

・～潅2・5慨）であった．遊走子のうの大きさは

キユウリ果実上の大きさがP．c　aPs　i　e　iの

　　　　　　　5）それとほ繧→致する乙　ユウガオ，ナスではや

や小型化し，丸味を帯びているが，このような

現象についての報告はないが，これは寄主植物

の成分比率の異いによるものはないかと推察す

る．炭素源と遊走子のうの形成との関係につい

てはISoluble　s　tach，Sucroseなどで
　　　　　　　　　　　　　　　7）少し形成するが，各炭素源とも不良である．と

述べているように，キユウリ，ナス，ユウガオ

などは，炭素源は少ないため，遊走子のうの形

成がよいのではないかと考えられる．有性器官

はオートミール培地で培養し，やや低温に静置
　　　　5）
すると良好　であった．しかしP　D　A培地上で

はほとんど形成しなかった。有性器官で造精器

の配置は造卵器に対して，ほとんどが底着であ

った．これらの結果と桂の日本産疫病菌の種類

の検索表で分類すると，ウリ科植物，ナス科植

物に病原性を有し，有性器官のうち蔵精器が底

着し，遊走子のうの乳頭突起が顕著である，寄

生植物の果実へ接種した場合，遊走子のうの形

成が接種2日目から螢光燈照明付28℃定温器

に湿室とせず，静置したところ，それより2日

後には典型的な白粉状の遊走子のうを多量に形

成する．厚膜胞子の形成が認められないなど多

くの点で一致するところから，本菌はphyto

－phthora　capsici　LEONIANと考
えられる。従って本病名は和名をユウガオの灰

色疫病と呼ぶことを提案する．また英名を

Ca　l　ab　a　sh　gour　d　gr　ey　r　o　t　とした

い．

県内におけるユウガオでの疫病菌の発生分布

状況は第5表に示したが，2年間の調査では，

育苗期ではほとんどがpythi　um　SP．であ

り，汚染土壌を使った特殊な場合だけphy　toレ

ーphthor　a。むap　s　i　c　iであった．本ぽでは

ほとんどphytophthora　capsiei懸あ一

った．”キユウリ発病のphytOphthora

meloni　s菌の接種によるユウガオヘの病原鰍ヤ

性を調べた結果ゴ葉では黒褐色の病斑を形成し，
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第6蒙　県内でのユウガオの疫暑繭発生分布状況

1　9　　7　　2 1　　9　　7　　3

操集月日 市町村名 被害部 検出数 病原菌 採集月日 市町村名 被害部 検出数 病原菌
7月20日 宇都宮市

雀宮 果実 1 RCapsici 4月9日
南河内町 主茎 2 卵thiしm

8月3日
潔
〃
〃

茎
葉
主
茎

3
2
1

〃
〃
〃

7月11日 〃 果実
茎 1

2
2

P・Capsici

　〃
　〃

南河内町

（吉田）

茎
主
　
茎 2

1

〃
〃

7月24日 分町
ノ、

茎 1 〃

小山市
（大谷）

主茎 1 〃

て仁劇1［）
主　茎 1 〃

南河内町

（寺分）

茎
主
　
茎 1

1

躍
〃

宇都宮市
雀宮

主　茎

主茎 1
1

〃
〃

南河内町

（小金井）

茎、

主　茎
一
一

不　　明

不　　明

石橋町
茎
主
　
茎
果
　
実
主
　
茎
果
　
実
主
　
茎

1
1
1
2
2
2

〃
〃
〃
〃
〃
〃

上三川町 主　茎 1 P．capsic董

宇都宮市
東谷

〃
（針ケ谷）

真岡市
（加倉）

主　茎

主　茎

主　茎 1
1
1

〃
〃
〃

7月30日 宇都宮市
姿川

主茎
茎 2

2

〃
〃

壬生町 主　茎

主茎
主　茎
果　実
主　茎

果実
主　茎

o／2
0／5
0／2
　2
　2
　2
　2

急性萎凋

　〃
　〃
P．capsici

9月7日 宇都宮市
雀宮

主　茎

茎
果・実

2
1
1

〃
〃
〃

石橋町 果　実

主　茎

主　茎

茎

1
1
1
1

〃
〃
〃
〃

8月18日 南河内町
茎
主
　
茎 3

3

usariロm

　〃

作　物　名
’
組
織
名 病　原　性

ユ　ウ　ガ　オ 果 実 ・ト

茎 葉 十

株 十

ス　　イ　　カ 果 実 十

茎 葉 十

株 十

プリソスメロン 果 実 十

茎 葉 十

株 十

第6表　ph　yt　opht　hor　a　me　l　on　i　sの　　しだいに枯死するが・病斑の色がP・c　aps　i　c　i

　　　ウリ科値物への病原性　　　　　　菌のそれよりやや淡褐色であった．茎では水浸

　　　　　　　　　　　　状淡褐色病斑を形成し，茎葉の枯死に至る．主

　　　　　　　　　　　　茎の地際部は中苗期では茎の発病と同様であっ

　　　　　　　　　　　　た。根毛は褐変腐敗した．この他，ウリ科植物

　　　　　　　　　　　　のスイカ，プリソスメロソなどでは，苗令が若

　　　　　　　　　　　　かったため葉での病徴は明らかでなかったが主

　　　　　　　　　　　　茎の地際部に水浸状病徴を形成し，腰折れをお

　　　　　　　　　　　　こした．根毛は褐変腐敗した．筆者らの試験は

　　　　　　　　　　　　藤川が行った室内試験の結果と病原性の点で一

　　　　　　　　　　　　致しているので，今後ユウガオでのphytop
　　　　　　　　　　　　－ht　ho　ra　me　l　on　i　s菌による疫病の発生

　　　　　　　　　　　　の可能性があるものと思われる．

　　　　　　　　　　一96一一



本病に対する防除法について検討した結果で　第7表　コウガオ灰色疫病に対する各品種間差異

は試験8のウリ類の抵抗性はユウガオではほと

んどが認められず，カボチヤの白菊座，新土佐

などが抵抗を示した．ヘチマはほとんど発病せ

ず，非常に強い耐病性を有していた．，したがっ

て現在のところユウガオの品種改良などによる

本病対策は困難と考えられる．今後カボチヤ，

又は，ヘチマなどの他のウリ類の台木利用法が

考えられるが，ユウガオがほふく型栽培形態を

とっている現状では・台木利用法は被害軽減だ　多　功　在　来

けの目的と考えられ，栽培形態をふくめた総合　スイ　ス扁蒲

的な検討を要する．

試験H）の耕種的方法および，薬剤防除法に　T・146卜h1

ついての識で鵬勘ね栽培排水良駆な中瓢箪2

どの発病が少なく，常発地での試験結果も，株

の枯死は少なく・発病面積歩合も8月下旬まで　長

かなり差異がみら航た．曳これは，現地発生状況　印

及び，桂，、藤川などがウリ類の疫病の発生条件　印度かんびょう

発生環境を，初発生の多くは降雨の際，かん浸　フイリツピン駒

水する場所からはじまり，集中降雨後に急速に　長かんびょう

まん延するなどの点をあげているように，ほ場

の過湿が本病の発生誘因と考えられ・これを改　野　州　2　号

良することにより，発病を抑制することができ　Bo　tt　l　e　gourd

たのではないかと考えられる．汚染土壌を植穴　細長ひょうたん

耕種による場合，疫病菌の垂直分布は10㎝内　（カボチヤ）

外までのがよく発病する7）ように本病菌も汚染新

茎葉などで越冬し，伝染源となるものと思われ

る．

薬剤防除で，疫病防除法の成績は多く報告さ　ソ＿メソカボチン

れており，登録農薬も多いので，その中で，ダ

　　　　　　　　　　　　　　薬剤とも8日間隔では有効であるが，16日間イホルタン剤，キヤブタソ剤，パンソイル剤な

どが土壌かん注で，T　PN剤が散布剤ですぐれ

ているので供試したところ，本病に対しては，

ダイホルタソ水和剤，オーソサイド水和剤がす

ぐれていた．薬剤かん注間隔ば一般的に1遍司

間かくが多く普及しているが，本試験でも，両

品種　名

供　試

株数

接種⊆％）

接種
6日後

接種
15日後

接種
20日後

〔ユウガオ）

しもつけしろ

しもつけあお

相　　　　生

小金井在釆
岡　山　在　来

多功　在　来

スイス扁蒲
丸　　の　　大

丁．146卜h1

中瓢　箪　2

朝　　鮮　　小

朝　　鮮　　大

長　　夕　　顔

印　　度史茨）

印度かんびょう

フイリツピン駒

長かんびょう

長　　扁　　蒲

野　州　1　号

野　州　2　号

Bottlegourd
細長ひょうたん

21
21
21
21

20
21

21
21

17
21

21
21
21

16
21
21
21

21

20
21

17
21

100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
95

100
77

95

100

94
100

100
100

（カボチヤ）

新　　土　　佐

鉄　　　　　甲

白　　菊　　座

黒　　ダ　　ネ

ソーメソカボチン

7
1
8
2

1
1
5
5
5

57

100
　0

80
94

71

14

100
100

71

55

隔ではほとんど効果を示さなかった．栽培ほ場

での効果も，同様に両薬剤がすぐれた傾向であ

った．両薬剤の効果は，実験室内では菌糸の伸

長を抑制するが，8日間隔では効果を示し，16

日間かくではほとんど効果を示さないところか
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第8表
汚染土壌でのユウガオ灰色疫病の発病差異

第9表　接種菌濃度の品種間の発病差異

名種品
枯死株率ga

発芽率は種12日

　　8日後　後
22日
後

　
2
7
5
0
5
5
5
6
6

　
6
6
9
0
9
9
9
8
8

　
　
　
　
1

　
ろ
お
号
丸
箪
小
ろ
大
丹

）
し
あ

嚇
劣
聖
既
轟

ユ
も
も
　
　
　
　
一

丈
し
し
野
巨
瓢
丸
C
青
千

92　100

100
85
81

75
35

78
94

　　100
　　100
　　100
　　100
45　　95　100

　　100
　　100

更カボチヤ）

黒ダネカボチヤ 62　　77　　77　　77

ら，薬剤の分解及び流亡と考えられ，16日後

にはほとんどが消失してしまったものと思われ

る．パンソイル剤の効果が思わしくないのは茎

葉散布では分解が早く，土壌施用では1回だけ

　　株

　5
　4
　3
　2
　1
　0
　　10日　　12日　　19日　　29日　7日　　　　　　23日　　4日

　　5月　　　　6月　　　　　　7月　　　　8月

品種名
供試 株

供試・ 死株率

　の1
7日 1珀 7日h2日

件数 後 後 件数 後 後

（ユウガオ）

しもつけしろ 20 100 『18 72 94

しもつけあお 19 55 79 19 100

野州　1　口 18 44 83 18 100

野州　2 21 81 奄00 16 94 100
相 19 90 100 20 100
印度かんびょう 18 94 100 20 ↑00

中瓢箪12 20 80 90 18 100
（カボチヤ）

新　土 21 100 21 100
（シロウリ）

越 20 95 100 20 95 95

（ヘチ　マ） 21 0 0 20 5 5

の施用のため，ユウガオなどの生育期間の長期

のものには発病抑制することは難かしいものと

思われ，施用方法の改良の要がある。

26日

　週1回湛水区
　ビニール被覆区

　平畦裁倍又排
　水良好区
　　高畦栽培区
18日無接種区
9月

第1図各耕種法による発病状況（197乙年）

第10表　各耕種法による発病状況（1974年）

・。査月日

栽培法

7月12日 7月25日 8月7臼 8月24日

株 株

病斑
数

発病
株

枯死
株

病斑
数

発病

株

枯死
株

枯死面

積歩合

発病
株

枯死
株

枯死面

積歩合

完全マルチ

平畦栽培

高畦栽培

4／4

2／4

1／6

0／4

0／4

0／6

55

11

4

4／4

2／4

2／6

2／4

1／4

0／6

14

4
5

4／4

4／4

4／6

2／4

1／4

0／6

75
50
50

4／4

4／4

6／6

4／4

5／4

1／6

100
85
70
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第11表　防除薬剤選抜試験　（1975年）

薬　　剤　　名 処　理　方　法 発　病　葉率被 害　　度
パンソ　　ル 6　　　10a 9100 4．乙

〃 4kg／10a散布 52 2．6

パンソイル乳剤 乞000倍液54／1㎡ 29 2．2

〃 500倍液　2004／10a 58 2．6

アントラコール水和 玉000倍液　54／1㎡ 21 1．2

〃 400倍液　2004／10a 68 4．1

オーソサイド水和剤 乱000倍液　5’／1㎡ 0 0
〃 400倍液　200ε／10a 28 2．1

ダコニール水和剤 駕000倍液　54／1㎡ 8 1．0

〃 600倍液　2004／10a 1 1．1

ダィホルタン水和剤 、000倍液　5ε／1㎡ 0 0
〃 ～000倍液　200ε／10a 25 1．9

第12表　薬剤施用間かく試験（1973年）

薬　　剤　　名 濃度および施用間かく 枯死率率％
ダイホルタン水和剤 ～000倍液 4日間かく 0

〃
〃 8日 〃 o

〃
〃 16日 〃 50

オーソサイド水和剤 工000倍液 4日 〃 75
〃

〃 8日 〃 0
〃

〃 16日 〃 75
ダコニール水和剤 690倍液 4日 〃 75

〃 〃 8日』 〃 75
無　防　除　　区 一 100
無　接　種　　区

一 0

薬剤散布量嫡ダイホルタン水和剤駕000倍　　5004／10a散布でも実用性あるものと考

液・オーソサイド水和剤400倍液の5004　えられる．

／10a以上の散布が非常にすぐれたが，

　　　　　第13表　ユウガオ灰色疫病防除試験（1975年）

薬　　剤　　名
使　用　濃度 散　　布　　量 発　病 状　況

倍 4／10a 7月25日 8月4　日
生育抑制

パンソイル乳剤 500 1，000 2 7 士

アントラコール水和剤 400 1，000 1 8 士

ダコニール水和剤 600 1，000 2 7 士

〃 600 500 5 9 士

オーソサイド水和剤 400 1，000 0 0 帯
〃 400 500 0 0 十

ダィホルタン水和剤 1，000 4，000 0 0 十

〃 1，000 500 0 0 十

無　　　散　　　布 12 15
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第14表　ユウガオ灰色疫病防除試験（1974年）

薬　　剤　　名 1珈 23／厭 7／皿 24／唾

病斑数 病斑数 　　00
面積歩合

　　％
面積歩合

パンソイル乳剤

オーソサイド水和剤

ダイホルタン水和剤

ノミンソイル粉剤

5
6
1
1

1フ

115

19

50

50

10

40

85

60
50

・85

　　　　IV　摘　　　　要

　1972年7月中旬にカンピヨウ栽培地帯で，

主茎の地際部の発病によるいちょうと果実の黒
丁
褐
色 病敗を特徴とする病害の発生をみた．それ

の調査の結果は下記に要約する．

　5．ダイホルタン水和剤

1，000倍液，オーソサイ

ド水和剤400倍の500

召／10a以上の予防散布

が効果が高い．

　なお，本研究にあたり分

離菌の分譲をいただいた香

川農試野田主任技師，及び

多大の御配慮と御鞭燵を与

えられた本農試高橋場長補佐兼病虫部長，また

種々御指導いただいた手塚主任研究員に感謝の

意を表する．

　1・本病はphy　t　oph　t　hora　ca　p　s　i　c　i　　↑

LEONIAN菌によるものと考えられる．

　2・県内のユウガオでの疫病菌の発生分布は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．本ぽではphy　t　o　ph　tho　ra　c　a　p　s　i　c　iと

考えられる．

　しかし，キユウリ疫病菌もユウガオに病原性　　　3．

を有しているので，今後発生の可能性があると

思われる．　　　　　　　　　　　　　　　4．

　5　ユウガオでの本病抵抗性品種はみつから

なかったが，カボチヤの白菊座，新土佐などが　　　5．

抵抗性が強かった．ヘチマは耐病性であった．　　　6

　4．高うね栽培などの排水良好環境をつくる

ことにより，本病の被害を軽減することができ　　　ス

る．

　引　用　文
桂碕一　1951

：51～76

桂碕一　1954

　
酷

　
輸

献
大

　
京

　
西 5

西京大学術報告　6

：58～48
桂琉一　1958　西京大学術報告

10：77
桂碕一　1952　植物防疫　6：56

～59
桂琉一　1971　誠文堂新光社

桐生ら　1951　日植病報　15

94
藤川隆　1961大分農試研報2　1～

106
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栃木農試研報恥20（1975）
　※
　一
て碕
い
つ
乙
む
慰ン
の雄夫
病
疫善利
色
灰田平
オ
ガ宮藤
ウ・　．
　　　
ユ朗※
害　修
病司
新
　藤長
　斉
　　　1　緒　　　　言
　1972年の7月中旬，ユウガオ（カンピョ
ウ）栽培地帯において果実の黒褐色腐敗と主茎
の地際部発病によるいちょうを特徴とする病害
の発生をみた．発病部からphytoph　thora
の遊走子のうを確認した．phytophth　ora
属菌によるユウガオの病害については，まだ報
告をしたものがない．
　しかし，phytophthora属菌によるウリ
類の病害については，1951年，桂が
phytophthora　capsieiに，よるカボチ
　　　1）　　　　　　　　　　　　　　2）
ヤの疫病　1954年にスイカの褐色腐敗病
1960年にphytophthora　drechs1
　　　　　　　　　5）
一e　r　iによるスイカ疫病　，1950年に桐生
　6）
ら　，及び小川ら，1952年に桂がキユウ
　　4）
リ疫病　の発生について報告している．キユウ
リの疫病については1955年phy　t　ophth
−ora　me　lonisと提唱さ払　1967年新
　　　　　　　5）
種として登録された．筆者らは，これらの病原
菌との比較検討を行ったところ，本病が
phytophthora　capsici　LEONIAN
菌によって起るものであると考えたので，本病
について紹介し，あわせて防除法を検討したの
で報告する．
　　　　皿　試　験　方　法
　↑　病原菌の分離
　分離方法は，果実の病斑部から遊走子のう形
成部分を針でかき取り，無殺菌で培地に配置し
※現京都府立大学　※※現栃農試栃木分場
　　　　　　　　　　　　　　　　一91一
数回移植し，純粋培養した．茎，葉からは被害
部を1瓢程度の小片として，常法により分離し
た．
　2．病原菌の簡易検出法
　病菌分離には時間と労力がかかるため，簡易
な方法として，指標植物を利用し，病原菌の検
出を行った．指標植物は栽培時期に合せて，キ
ユウリ，スイカ，ナスなどの果実を用いた．検
出方法は被害組織部をこまかく切り指標植物の
果実に植え込み，遊走子のうの形成をはかった．
　5病原性検定
　ユウガォにおける発病再現は1975年，5
月51日に接種し，6月4日に発病した．病票
菌の再分離は6月14日に行った．分離菌での
健全果実への接種は1972年，9月18日行
ない，9月25日に発病，9月28日に病原菌
の再分離を行った．
　珠　分離菌の寄主範囲
　分離菌は栃木農試分離菌株�`1，翫2，京都
府立大学分離菌株，香川農試分離菌株を使用し
た．昭和47年にはユウガオ，スイカ，ピーマ
ン，ナスなどの果実に接種した．また昭和48
年には育苗中の寄主植物にキユウリ果実で培養
した菌株を接種し，病原性を調査した．
　5．病原菌の諸性状
　1）培養温度と菌の発育
　培地をシヤーレに流し込み平板とした後，中
心部に菌株を配置し，8〜10℃区，22℃区．
28℃区，55℃区に静置した。
�



